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※情報解禁 12 月 14 日(土)WEB 正午 ご留意の程、お願い致します 
  

東海テレビ・フジテレビ系全国ネット          

 

 

   
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

戦力外通告を受けた大翔はどんな道を選ぶのか？鈴木伸之演じるプロ野球選手の第二の 

人生を描いた東海テレビ・フジテレビ系土ドラ『バントマン』（毎週土曜日２３時４０分）は、残す 

ところあと２回。いよいよクライマックスを迎える。 

ここまで柳澤大翔(鈴木伸之)を支え、物語をつなぐ役割を果たしてきたのが、ＳＢＯのメン 

  バーや、柳澤家の家族を演じたキャストたちだ。 

   平原テツ、阿久津仁愛、石川瑠華、そして柳澤家の朝加真由美、モロ師岡、小山蒼海から 

コメントが到着。クランクアップリポートと併せてお届けする。 

 

 

 

 

2024 年 12 月吉日 

日 

 東海テレビ×FOD 共同制作 
 

写真① 平原テツ  阿久津仁愛   石川瑠華 

2024 年 12 月 14 日(土)23:40 

平原テツ 阿久津仁愛 石川瑠華 チームバントマンからコメント到着！ 

「とにかくヒーローがめっちゃかっこいい！！」 
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鈴木伸之「平原は敢えて５番、阿久津は守護神」 野球チームに例えた真意とは？ 

「台詞覚えも完璧で、４番を打てる実力があるのに敢えて５番辺りで存在感を発揮する選手の 

よう」と、鈴木が全幅の信頼を置いてきた平原テツ。一方、阿久津仁愛に対して鈴木は「撮影中、 

テンションが高まって流れがヘンな方向に向きそうな時でも、常に集中していたのが阿久津君。 

彼の存在で本来の演技に引き戻してもらえたことが多くて、現場の守護神的存在、若手ながら 

安心感があった」と振り返る。 

そんな平原と阿久津がクランクアップとなったのは、 

第５話の名シーン。櫻田（坂東彌十郎）が妄想の中で 

「代打、俺」と告げ、ＳＢＯのメンバーが手拍子で送り出す、 

あのシーンだった。 

野球場のベンチ前で、ユニホーム姿のまま花束を受け取る平原と阿久津。平原は、「撮影中、 

楽しい日々を過ごさせていただきました。これも共演者の皆様、スタッフの皆様のお陰です。 

本当にいいチームだったんじゃないスか？」と、感謝を述べた。一方の阿久津も「このチームは 

スピード感が凄くて。特に台詞が多い日はプレッシャーを感じていたのですが、自分もやれば 

できるんだということを感じさせてもらえました」と、撮影を通して成長できたと語った。 

 

●平原テツ・クランクアップコメント 

 

「映像作品では、これまでシリアスな役が多かったので 

最初は不安もあったのですが、現場が本当にいいチームで、 

今は終わるのが少し寂しいくらいの感じです。 

来週が最終回ですが、『フルスイングこそふさわしい』と言っていた 

大翔が、バントマンとしての経験を通してどんな未来を選ぶのか。 

そこも楽しみにしてほしいですね」 

 

 

●阿久津仁愛・クランクアップコメント 

「コメディ要素のある作品は、これまでほとんど参加して 

こなかったので、キャストの皆さんの反応を見ながら、 

『こっちのほうが面白いのかな？』と自分なりに模索しながら、 

撮影に参加する日々でした。 

第１０話でも最終話でも、とにかくヒーローがめっちゃ格好いい 

ので、そこに期待してほしいですね。目標に向けて頑張る姿は 

やっぱりパワーをもらえるし、生きる活力にもなるはずです！」 

 

 

写真② 櫻田誠一郎(坂東彌十郎)  梶間響子(石川瑠華) 吉岡葉留樹(阿久津仁愛)   

藤堂俊介(平原テツ) 

 

写真③平原テツ 

写真④阿久津仁愛 
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SBOのドアラは意外と辛辣？ 「プレッシャーを楽しめた」と石川 

「梶間ちゃんは、ドアラです」と語った鈴木。 

マスコット的存在でありながら、意外と辛辣（？）という部分も、 

梶間とドアラは共通するのかもしれない。 

 

そんな梶間を演じた石川瑠華は、平原、阿久津から数日遅れての

クランクアップ。こちらも野球場での撮影だったが、この日は 

第８話の、梶間がスコアブックの師匠となる芋川（岡田圭右）と 

初めて出会うシーンだったこともあり、制服姿でのクランクアップとなった。 
 
 

「すごく野球愛に満ちたドラマで、野球が大好きな梶間響子と 

いう役を演じることができて、プレッシャーもありましたが、 

幸せでした。皆さんの背中を見て私もまだまだ頑張らなければ 

と思いました」と、石川はスタッフに挨拶。球場が大きな拍手に 

包まれた。 

 

 

●石川瑠華・クランクアップコメント 
 

「梶間響子は、野球愛によって出来上がったような女の子。 

だから私も撮影の合間を縫って、野球観戦に行っていました。 

長い台詞が多いのでプレッシャーもあったのですが、 

そういう状況が決して嫌いではないので、楽しく撮影できた 

と思います。 

そして第 10 話から最終話に向けては、心に響く言葉や背中を 

押されるような台詞がたくさん出てきます。そうした言葉が、 

視聴者の皆さんに届いたらいいなと思っています」 

 

 

朝加「こんな格好いい青年が息子だなんて」 モロ師岡 名古屋行きを決意!? 

そして大翔の母・絵里子役の朝加真由美、 

父・大喜役のモロ師岡、そして息子・直斗役の小山蒼海も 

無事クランクアップを迎えた。３人のラストカットとなったのは、 

大翔の実家のロケ地となった都内の邸宅での撮影。 

最後のシーンを撮り終えた３人は鈴木から花束を渡され、 

晴れやかな笑顔を見せた。 

 

 

写真⑦ 石川瑠華 

写真⑤ 柳澤大翔(鈴木伸之)梶間響子(石川瑠華） 

写真⑥ 芋川 出（岡田圭右）梶間響子（石川瑠華） 

写真⑧柳澤大翔(鈴木伸之) 大喜(モロ師岡)  絵里子（朝加真由美） 
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朝加は、「撮影の最初のほうで病院のシーンを撮ってから、      

なかなか呼ばれなくて…。『もしかすると、絵里子は亡くなって    

しまったのから？』と思っていたら、後半に一気に撮影となって」 

とスタッフを笑わせた。                           

「大翔くんとは初共演だったんですけど、こんな爽やかな格好いい

青年が自分の息子だと思ったら嬉しくて、毎日ウキウキしていまし

た」 と言う朝加に、「いえいえ、こちらこそ」と照れまくる鈴木が     

印象的だった。 

 

 

 

続いてクランクアップを迎えたモロは、「台本をいただいた時は 

設定が名古屋になっていたので『これは大変だな』と思っていた 

のですが、始まってみるとウチの近所での撮影が多くて（笑）。 

非常に助かりました」とジョークを交えて挨拶。 

リラックスして撮影に臨むことができたようだ。 

 

 

 

 

 

そして現場をドッと沸かせたのは、大翔の息子を演じた小山蒼海だ。 

「（撮影協力してくれた）少年野球チームの子たちとも仲良くなれたし、

将来はプロ野球選手か芸能のお仕事かまだ分からないけれど、 

どっちかになるので、またよろしくお願いします」と見事に宣言。 

鈴木もそんな蒼海くんを父親目線（!?）で、嬉しそうに見つめていた。 

 

 

 

 

 

さて、１０話のテーマは「親子の絆」。 

鈴木自身が「自分史上、最も大きな子どもを育てる父親役」と 

語った大翔役だが、そんな父と息子の間にすれ違いが…。 

果たしてヒーローは無事に直斗との関係を修復することが 

できるのか。そんな「柳澤家の物語」を、今夜は楽しんでほしい。 

 

 

写真⑨モロ師岡  朝加真由美 鈴木伸之 

 

写真⑩ 鈴木伸之 小山蒼海 モロ師岡 

 

写真⑪小山蒼海  鈴木伸之 

 

写真⑫柳澤大翔（鈴木伸之）直斗（小山蒼海） 

 

山蒼海  鈴木伸之 
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【第１０話あらすじ】 

大翔（鈴木伸之）のもとに、名古屋から母・絵里子（朝加真由美）が直斗（小山蒼海）を連れて 

やって来る。少年野球に夢中だった直斗が「野球をやめたい」と言いだしたという。直斗の 

チームの監督（山崎樹範）に聞くと、どうやら最近チームにライバルの少年が加入したとの 

こと。「プロ野球選手の息子がそんなんじゃ情けないよ」と檄を飛ばすと、直斗は泣き出して 

しまう。その様子を見ていた大翔の父・大喜（モロ師岡）には、ある想いがこみ上げてきて…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※バントマンスピンオフドラマ『俺のヒーロー』 FODプレミアムで配中 

概要 
【放送日時】 2024 年 10 月 12 日（土）～12 月 21 日（土） 

毎週土曜 23 時 40 分～24 時 35 分 / 全 11 回（予定） 

【出    演】 鈴木伸之 倉科カナ 平原テツ 阿久津仁愛 石川瑠華 和田雅成  熊谷真実 

         / 朝加真由美 モロ師岡 /  坂東彌十郎 

【脚   本】  矢島弘一  富安美尋 

【音   楽】  斎木達彦  

【主 題 歌】  鈴木伸之 『生涯HERO』（Sony Music Labels） 

【オープニング曲】  WOLF HOWL HARMONY『ROLLIN’ STONES』(rhythm zone) 

【演   出】  千葉行利   丸谷俊平 

【企   画】  市野直親（東海テレビ） 

【プロデューサー】  遠山圭介(東海テレビ）  馬場三輝 （ケイファクトリー） 

【制作協力】  ケイファクトリー 

【制   作】  東海テレビ  FOD 

 

 

〈広報担当〉 

■ 東海テレビ 東京編成部                 山本聡美  TEL：03-3503-1391 

コーポレートブランディング部      金岡未紗  TEL：052-954-1131 

 

写真⑬ 柳澤直斗(小山蒼海) 柳澤絵里子(朝加真由美) 写真⑭ 柳澤直斗(小山蒼海) 柳沢大翔（鈴木伸之） 


